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感動いっぱいの運動会 

１０月１９日（土）に行われました赤堀小学校運動会は、子供たちのがんばりで感動いっぱいの運

動会になりました。 

閉会式では、以下のような話をしました。 
 
児童のみなさん、大変よくがんばりました。 

どの種目も、学年らしさ・自分らしさが輝く素晴らしいものでした。 

「わくわくドキドキの運動会」「みんなが主役の運動会」は、「みんなの笑顔で最高の運動

会」になりました。「感動いっぱいの運動会」になりました。 

保護者のみなさま、最後まで愛情いっぱいの声援をありがとうございます。子供たちは立派

にやり遂げました。ぜひ、この感動をお家でも振り返って、ほめて・認めて・励ましてください。や

ればできるのが、赤堀小の子供たちです。ぜひ、今後も挑戦しようとする子供の背中を優しく押

してあげてください。よろしくお願いします。 

さて、児童のみなさん、運動会は終わりましたが、この感動を自信にして、明日からの学校生

活で運動も勉強もどんなことにも挑戦していってください。 
 

保護者のみなさまにおかれましては、お忙しい中にもかかわらず、朝早くから大勢参観していただ

きありがとうございました。 

 

人権集中学習 
 本校では、１１月６日から１２月８日までを人権集中学習期間と位置づけて、人権に関する様々な

学習活動を行い、子供たちの人権に対する意識の高揚を図ります。 

 そこで、１１月６日の朝礼で、以下のような話をしました。 
 

（話の前半を略します。） 

赤堀小では、今日から１２／８までの約１ヶ月間を、「人権集中学習」の期間と決めて、「みん

なが、明るく・たのしく・幸せに生きるにはどうしたらいいか」という「人権」についてを考えて・実

行していきます。 

この「人権集中学習」の期間に、学校では人権標語を作ったり、人権を考えるビデオを見た

りします。みんなが、明るく・たのしく・幸せに生きるために、いじめや仲間はずれをしないことや、

悪口を言わないことについて考えていきます。一人一人がしっかりと考えて、行動してほしいと

思います。 

今日は、せっかくの機会ですので、普段からよく使う「言葉」について考えてほしいと思いま

す。 

みんなが使っている言葉には、人を元気にするすごい力があります。例えば、「すごいね」「そ

れ、いいね」「上手だね」「ありがとう」「大丈夫だよ」「一緒にやろう」などです。「ふわふわ言

教育目標 

やる気：意欲的な子ども 

思いやり：協力し合う子ども 

ねばり：最後までやりぬく子ども 



葉」といわれる言葉です。こういう言葉は、言われた人も言った人もニコニコして、お互いにいい

気持ちになります。言葉が学校生活を明るく・たのしく・幸せな気持ちにさせてくれます。 

だけど、その逆に言葉には嫌な言葉があります。例えば、「チクチク言葉」という言葉です。嫌

な言葉は、人を傷つけてしまいます。心の傷は見えないけれど、嫌な言葉は深く心に残ってしま

います。こうなっては大変です。 

校長先生は、たのしい赤堀小学校にしていくためには、「ふわふわ言葉」でいっぱいにしてい

きたいのです。自分が言われて嫌な言葉は、友達も嫌な言葉です。だから、自分が言われて嫌

な言葉を友達に言わないようにするといいと思います。 

友達のことを考えて、言葉を使ったり行動したりすることは、人権の勉強でとても大切です。 

今日は、人権の話をしました。そして、言葉についても考えました。これか 

ら始まる人権集中学習の中で、「みんなが、明るく・たのしく・幸せに生きる 

にはどうしたらいいか」をよく考えていきましょう。 
      

 ぜひ､ご家庭でも人権について話題にしていただき、子供たちがよりよい行動・言動についてを

考えて、自ら実行していけるようにご指導ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【小菊の花がきれいに咲いています】 

小菊の会の方々からいただき、６年生が大切に育ててきた小菊が色とりどりの花を咲かせて

います。職員駐車場の北側（フェンス沿い）の花壇や校舎南側の花壇、職員玄関に置いたプラ

ンターに植えてありますので、学校へお越しの際にはぜひご覧ください。 

【５年生が社会科見学に行ってきました】  

１０月７日（月）、５年生が「スバル矢島工場」と「桐生織物参考館」に行ってきました。 

「スバル矢島工場」では、自動車の組み立てや塗装の工程を見学して、自動車の製造にか

かわる人々の努力や工夫を学びました。 

「桐生織物参考館」では、伝統的な染色技術について学び、持参したハンカ 

チを実際に染めてみる体験をしました。 

【令和６年度 小学校陸上教室記録会】 

１０月９日（水）に、伊勢崎市陸上競技場で「第１８回伊勢崎市小学校陸上教室記録会」が

行われました。本校からは、５．６年生の代表選手が参加して、他校の選手と競い合いました。 

午前中はあいにくの雨。その後、雨は降り止みましたが寒さは続き、選手はコンデションを整え

るのに苦労しましたが、練習の成果を発揮して大変よくがんばりました。自己記録を出して入

賞できた選手もいました。一方で、思うような記録を出せずに悔しい思いをした選手もいまし

た。結果は様々ですが、緊張に打ち勝ち全力で競技をする子供たちは大変立派でした。 

２８日（月）の「県民の日」には、敷島公園陸上競技場で「第５１回群馬県小学校陸上教室

記録会」が行われました。本校からは５人の代表選手が参加しました。各郡市を代表する選手

が集まった競技会は、さらに緊張感が高まったと思いますが、子供たちは集中力を高めて競技

ができました。やはり、結果は様々でしたが、堂々と競技をする姿はどの子供も立派でした。 

自ら挑戦することでチャンスが広がり、かけがえのない経験ができました。これからも、陸上

競技に限らず何事にも挑戦して自らの可能性を広げてほしいと思います。 


